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令
和
に
な
っ
た
初
年
度
の
会
長
職
に
就

き
ま
し
た
。
関
係
各
所
の
方
々
に
は
ひ
き

続
き
協
会
活
動
へ
の
ご
協
力
と
ご
指
導
を

会
長
挨
拶

宮
本　

好
彦
（
三
恵
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
は
平
成
18
年
度
以
降
各
区
の
介

護
支
援
専
門
員
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

及
び
各
区
活
動
強
化
を
目
的
に
、
区
ご
と

に
役
員
を
選
出
し
組
織
体
制
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
体
制
に
な
っ
て
以
降
、

介
護
援
専
門
員
の
区
ご
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
や
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
活
動

に
お
い
て
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
令
和
元
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
さ
い
た
ま
市
全
域
で
活
動
す
る
協
会

と
し
て
組
織
体
制
を
一
新
し
、
区
で
の
こ

れ
ま
で
の
活
動
は
担
保
し
つ
つ
、
市
内
介

護
支
援
専
門
員
協
会
会
員
の
更
な
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
並
び
に
資
質
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

さ
て
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
20

年
目
と
な
り
ま
す
。
人
に
例
え
る
な
ら
成

人
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
。
成
人
の
一

つ
の
定
義
は
人
間
性
が
豊
か
で
「
責
任
」

と
「
利
他
精
神
」
が
身
に
つ
い
て
い
る
心

身
が
十
分
に
成
長
し
た
立
派
な
大
人
、
と

あ
り
ま
す
。

給
付
費
管
理
や
要
介
護
認
定
の
責
任

は
一
定
に
果
た
し
て
い
る
と
自
負
し
つ
つ
、

思
い
遣
り
や
助
け
合
い
の
精
神
、
人
の
痛

み
が
分
か
っ
た
り
相
手
の
心
が
理
解
で
き

た
り
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
利
他
精
神
を

持
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
み
な
ら

ず
他
職
種
な
ど
我
々
を
支
え
る
方
々
へ
も

当
て
は
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
か
ら
こ

そ
可
能
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
一
層
精

進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。



2

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会

　
「
令
和
元
年
度　

通
常
総
会
」

開
催
日
時　

令
和
元
年
５
月
18
日
（
土
）
13
時
45
分
〜
14
時
50
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
共
済
会
館　

６
０
１
号
室
（
第
１
ホ
ー
ル
）

５
月
18
日（
土
）さ
い
た
ま
市
共
済
会
館
に
お
い
て「
令

和
元
年
度
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
通
常
総

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

現
在
の
会
員
総
数
は
、
２
３
０
名
、
今
年
度
の
通
常

総
会
は
、
出
席
者
と
委
任
状
を
含
め
１
３
６
名
で
、
会

則
第
20
条
第
１
項
の
会
員
過
半
数
の
同
意
を
満
た
し
て

お
り
、
総
会
は
成
立
し
た
。

来
賓
に
は
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長
を
は
じ
め
、

行
政
か
ら
も
多
数
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
関
係
諸
団

体
よ
り
、
さ
い
た
ま
市
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連

絡
協
議
会　

新
井
優
様
に
ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
清
水
市
長
よ
り
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

本
市
の
人
口
は
、
平
成
30
年
９
月
に
１
３
０
万
人
を

超
え
、
５
月
１
日
現
在
、
１
３
０
万
８
６
９
６
人
、
毎

年
１
万
人
以
上
増
加
し
て
い
る
。
年
代
別
で
は
65
歳
以

上
の
割
合
が
最
も
高
く
、
高
齢
化
率
は
、
２
２
・
８
％
。

全
国
よ
り
５
％
近
く
低
い
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
化
率
２
３
・
８
％
、

後
期
高
齢
者
の
割
合
も
１
３
・
９
％
に
達
す
る
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。

人
生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、

さ
い
た
ま
市
で
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
市
民
の
皆
様
が
長
く
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
自
身
が
自
ら
健
康
づ
く
り
、
認
知
症

予
防
の
取
り
組
み
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
へ
の
支
援
・

施
策
に
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
目
指
し
て
い
く
。

清
水
市
長
は
、「
日
頃
よ
り
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専

門
員
協
会
の
皆
様
に
は
、
介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運

営
並
び
に
高
齢
者
福
祉
の
推
進
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

介
護
保
険
制
度
の
専
門
家
集
団
と
し
て
研
修
会
を
は
じ

め
自
己
研
鑽
に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
大
変
心
強
く

思
っ
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
、
さ
い
た
ま
市
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
人

数
の
多
い
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
世
代
に
向
け
て
、
今
後
も

皆
様
と
し
っ
か
り
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
高
齢
者
時

代
に
対
応
で
き
る
街
、
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

議
事
の
進
行
は
、
三
恵
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

宮
本
好
彦
氏
が
議
長
と
な
り
、
以
下
の
４
議
案
に
つ

い
て
審
議
を
行
っ
た
。

議
案
第
１
号　

平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

報
告議

案
第
２
号　

会
則
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

令
和
元
年
度
役
員
選
出

議
案
第
４
号　

令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

上
程
さ
れ
た
４
議
案
は
、
滞
り
な
く
承
認
可
決
さ
れ

た
。
会
長
に
は
、
宮
本
好
彦
氏
が
前
年
度
に
引
き
続
き

選
任
さ
れ
、
今
年
度
は
、
更
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

並
び
に
資
質
の
向
上
に
向
け
、
組
織
体
制
を
一
新
し
た
。

さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
「
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」

（
広
報
誌
表
紙
に
掲
載
）
は
、
さ
い
た
ま
市
各
区
の
十
色

を
使
用
し
、「
人
が
支
え
合
い
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
色
と

り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
和
」

の
意
味
を
込
め
て
い
る
。
思
い
を
確
か
め
合
い
令
和
元

年
度
の
幕
が
開
け
た
。
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令
和
元
年
度　

第
1
回
全
体
研
修
会

　
「 
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
将
来
」　

開
催
日
時　

令
和
元
年
５
月
18
日
（
土
）
15
時
00
分
〜
16
時
45
分

開
催
場
所　

さ
い
た
ま
共
済
会
館　

６
０
１
号
室
（
第
１
ホ
ー
ル
）

令
和
元
年
第
１
回
目
の
全
体
研
修
会
は
、
埼
玉
県
立

大
学
理
事
長　

田
中
滋
氏
を
お
招
き
し
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
将
来
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

田
中
氏
は
２
０
０
８
年
、
厚
生
労
働
省
老
人
保
健
健

康
増
進
等
事
業　

地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
の
座
長
に
就

任
さ
れ
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
的
な
考
え

方
や
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
広
く
社
会
に
提
案
さ

れ
て
き
た
第
一
人
者
。
壇
上
に
は
上
が
ら
ず
、
イ
ン
カ

ム
マ
イ
ク
で
、「
今
日
は
皆
さ
ん
と
同
じ
高
さ
で
お
話
し

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
を
始
め
ら
れ
た
。

日
本
で
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
核
を
ケ
ア
マ
ネ

が
担
っ
て
い
る
が
、
世
界
的
に
み
る
と
、
看
護
師
・
保

健
師
、
行
政
職
員
、
社
会
福
祉
士
等
が
担
っ
て
い
る
国

も
多
い
。
日
本
の
場
合
、
介
護
保
険
の
給
付
管
理
は
ケ

ア
マ
ネ
の
独
占
業
務
と
し
て
担
っ
て
い
る
が
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
独
占
業
務
で
は
な

い
。
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
は
、
ケ
ア
マ
ネ
以

外
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
専
門
と
す
る
社
会
学
者
や

医
師
、
経
済
学
者
な
ど
も
含
め
て
研
究
し
実
践
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
他
の
専
門
職
と
前

を
向
き
、
競
争
し
、
深
化
で
き
る
と
思
う
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
介
護
保
険
業
務
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
る

と
、
他
の
専
門
職
と
良
い
意
味
で
の
競
い
合
い
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
。

65
歳
以
上
女
性
の
死
亡
率
は
、
50
年
間
で
５
分
の

１
，
75
歳
以
上
で
３
分
の
１
、
90
歳
以
上
で
半
分
に
な

り
、
高
齢
者
が
長
生
き
す
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
に
介
護
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
き
た
の
は
１
９
８
５

年
以
降
、
そ
の
後
、
要
介
護
者
が
存
在
し
始
め
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
の
高
齢
者

人
口
は
６
０
０
万
人
（
現
在
は
３
５
０
０
万
人
）。
昔
は

高
齢
者
の
存
在
が
珍
し
く
裕
福
な
家
庭
の
高
齢
者
は
大

切
に
さ
れ
た
が
、
貧
し
い
家
庭
は
す
ぐ
亡
く
な
る
時
代
。

今
は
介
護
保
険
が
で
き
、
著
し
い
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

１
９
９
５
年
か
ら
比
べ
る
と
特
養
の
数
は
３
倍
、
老
健

は
10
倍
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
増

加
し
、
居
宅
で
は
、
訪
問
介
護
7
倍
、
通
所
30
倍
、
短

期
入
所
８
０
０
倍
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も
造
ら

れ
た
。
介
護
人
材
も
10
万
人
か
ら
20
年
間
で
３
０
０
万

人
ま
で
増
加
し
た
。
現
在
70
代
人
口
は
８
合
目
位
で
ま

だ
増
加
す
る
。
だ
か
ら
今
、
介
護
と
医
療
の
切
れ
目
の

な
い
連
携
の
た
め
に
、
さ
い
た
ま
市
の
各
医
師
会
は
、

顔
の
見
え
る
関
係
性
を
つ
く
る
よ
う
積
極
的
に
勉
強
会

な
ど
を
開
催
し
、
ケ
ア
マ
ネ
協
会
も
熱
心
に
勉
強
会
を

開
催
し
て
い
る
。
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
急
激
に
増
え
る
後

期
高
齢
者
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
困
っ
た
こ
と
だ

け
を
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

医
療
と
介
護
が
同
じ
予
後
予
測
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。

85
歳
以
上
が
２
０
１
５
年
に
６
０
０
万
人
、
２
０
３
５

年
に
は
１
０
０
０
万
人
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
齢

者
人
口
全
体
よ
り
も
日
本
の
85
歳
以
上
の
人
口
の
方
が

多
い
。
歴
史
的
に
も
未
曾
有
の
急
速
な
人
口
変
化
と
な

る
。
こ
れ
か
ら
死
亡
率
が
増
え
て
い
く
中
で
大
切
な
の

は
、
亡
く
な
る
３
日
前
、
１
週
間
前
、
１
ヶ
月
前
は
ど

こ
で
ど
う
対
応
す
る
か
。
老
衰
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
、
ガ
ン
末
期
等
の
方
々
は
急
性
期
医
療
を
使
わ

ず
に
、
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
で
尊
厳
あ
る
看
取
り
を
す
る

こ
と
が
必
要
。

ニ
ー
ズ
は
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
。
孤
立
し
、
虐
待

を
受
け
て
い
る
子
供
た
ち
、
ご
み
集
め
し
て
い
る
人
達
、

子
供
の
い
る
貧
困
家
庭
の
増
加
な
ど
様
々
な
社
会
問
題

が
増
え
て
い
る
。
介
護
問
題
の
解
決
だ
け
で
は
町
づ
く

り
で
き
な
い
、
社
会
ニ
ー
ズ
全
体
を
視
野
に
い
れ
た
取

り
組
み
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、

子
供
、
障
害
者
、
家
族
に
適
切
な
支
援
が
あ
れ
ば
、
地

域
で
生
き
て
い
け
る
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
が
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

昨
年
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
研
究
会
で
、
報

告
書
で
は
２
０
４
０
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
検
討
し
て
い

る
。
２
０
２
５
年
ま
で
の
計
画
は
、
リ
ハ
ビ
リ
等
の
機

能
訓
練
、
口
腔
ケ
ア
、
栄
養
等
に
関
す
る
報
酬
増
な
ど
、

も
う
実
践
に
入
っ
て
い
る
。
２
０
４
０
年
は
多
元
的
・

多
様
な
社
会
に
な
る
。
外
国
人
も
増
え
る
中
で
も
尊
厳

を
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
正
、
昭
和
初
期
生
ま
れ
の
高
齢
者
は
、
要
介
護
状

態
の
高
齢
者
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
。
介
護
予
防
な
ど
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の
備
え
を
し
な
い
で
、
自
分
た
ち
の
親
と
同
じ
よ
う
に

60
歳
位
で
死
ぬ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
骨
粗
し
ょ

う
症
に
よ
る
骨
折
が
多
く
、
ま
た
残
存
し
て
い
る
歯
の

本
数
が
少
な
い
た
め
、
嚥
下
能
力
に
差
が
出
て
い
る
。

２
０
４
０
年
は
交
通
難
民
対
策
と
し
て
全
自
動
運
転
自

動
車
、
社
会
的
孤
立
予
防
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
回
避
で
き
る

時
代
に
な
る
。
た
だ
し
、
全
体
と
し
て
は
進
化
す
る
が
、

高
齢
者
の
平
均
像
が
見
え
に
く
く
な
る
。
75
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
が
２
５
０
０
万
人
に
な
り
、
地
域
ご
と
の

生
活
圏
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
個
人
差
、
生
活
文

化
の
格
差
が
出
て
く
る
。
ま
た
、
現
在
の
８
０
５
０
問
題
、

独
居
率
が
増
加
し
今
後
ど
う
支
え
て
い
く
か
、
社
会
保

障
費
増
大
の
問
題
も
あ
る
。

現
在
の
日
本
の
標
準
世
帯
は
、
両
親
子
供
二
人
と

い
う
形
。
今
後
は
、
配
偶
者
が
亡
く
な
っ
た
り
、
未
婚

の
独
居
が
４
割
を
占
め
る
と
い
う
環
境
変
化
が
予
想

さ
れ
、
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
大

切
。
貧
し
い
人
や
裕
福
な
人
、
孤
独
な
人
や
仲
間
が
多

い
人
、
病
気
や
障
害
の
あ
る
人
、
健
康
で
長
生
き
な
人
、

多
様
で
格
差
が
大
き
く
地
域
か
ら
排
除
さ
れ
ず
に
生
き

て
い
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
、
社
会
的
包
摂
、
国
連

の
用
語
で
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
と
い
う
。

こ
れ
か
ら
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
。
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
く
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
エ
ク

ス
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」
は
、
社
会
を
壊
し
て
し
ま
う
。
そ

の
た
め
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
上
位
概
念
と
し

て
、
多
元
的
社
会
も
認
め
社
会
的
排
除
を
避
け
る
、
お

互
い
を
尊
重
し
合
い
、
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
良
い
と

い
う
社
会
を
作
る
こ
と
。
本
人
の
み
な
ら
ず
、
家
族
へ

の
支
援
も
含
め
、
地
域
共
生
社
会
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

も
入
っ
て
い
る
。

医
療
は
地
域
の
違
い
、
国
の
違
い
は
な
い
。
し
か
し

慢
性
期
医
療
や
回
復
期
リ
ハ
、
地
域
リ
ハ
、
ま
し
て
や

介
護
の
シ
ス
テ
ム
が
な
い
国
も
多
く
、
日
本
は
世
界
の

最
先
端
の
10
か
国
に
入
る
。
医
療
と
違
い
、
介
護
は
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
地
域
ご
と
に
違
う
仕
組
み
が
作
ら
れ

て
い
く
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
作
り
始
め
た
と

き
か
ら
分
権
的
な
仕
組
み
。
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法
等
は
同
じ
に
な
っ
て
も
、
各
々

の
目
指
す
目
的
は
、
地
域
性
で
分
権
的
に
な
る
。
一
つ

の
市
で
も
、
包
括
ご
と
に
新
興
住
宅
地
域
、
農
村
地
域

等
中
学
校
区
域
ご
と
に
違
う
。

都
内
の
デ
イ
で
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
英
会
話
、
大
阪
で

は
六
甲
お
ろ
し
を
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い
る
。
２
０
４
０

年
ま
で
に
必
要
な
の
は
住
民
が
望
む
姿
を
見
出
し
、
住

民
が
自
ら
参
加
し
て
進
め
る
こ
と
。
２
０
２
５
年
ま
で

は
中
重
度
の
方
が
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
プ
ロ
の
連
携
を
作
る
こ
と
。
退
院
後
に
切
れ
目
な
く
、

運
動
と
認
知
機
能
の
支
援
を
す
る
中
核
的
な
こ
と
を
構

築
す
る
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
た
の
は
そ
こ

に
繋
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先
は
生
活
に
目
を
向
け

て
い
く
こ
と
が
大
切
。

政
策
論
で
は
、
医
療
の
場
合
、
手
術
は
回
数
ご
と
の

報
酬
だ
が
、
入
院
な
ど
は
包
括
的
に
な
っ
て
い
く
。
介

護
も
同
じ
よ
う
に
包
括
報
酬
型
の
方
向
で
、
経
営
側
も

利
用
者
が
急
に
入
院
し
て
減
収
な
ど
の
不
安
定
要
素
が

減
少
す
る
。
経
営
が
安
定
す
れ
ば
、
職
員
を
確
保
し
や

す
く
な
り
介
護
の
質
も
担
保
で
き
る
。
地
域
住
民
が
参

加
す
る
制
度
を
作
り
、
協
議
体
を
作
る
。
そ
の
た
め

に
、
地
域
の
参
加
と
協
働
を
広
め
る
学
び
の
場
、
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
単
位
で
討
議
で
き
る
場
が
必

要
。
田
中
氏
は
、
そ
の
場
を
進
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
地
域
住
民
に
教
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
大
学
で

行
い
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど
を
数
回
に
分

け
て
教
え
て
い
る
。

現
在
包
括
報
酬
制
は
、
小
規
模
多
機
能
、
定
期
巡
回

と
看
護
付
き
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
小
規

模
多
機
能
は
通
う
、
医
療
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
る
。
私
達
は
、
複
合
型
の
地
域
の
ケ
ア

マ
ネ
と
包
括
報
酬
制
の
小
規
模
多
機
能
と
の
シ
ス
テ
ム

の
連
続
性
を
ど
う
工
夫
し
て
い
く
か
の
提
案
を
行
っ
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
は
食
事
・
排
泄
も
自
分
で
で
き
る
85
歳
の

人
が
増
え
る
。
問
題
は
身
の
回
り
の
こ
と
は
で
き
て
も

そ
の
手
前
の
買
い
物
や
掃
除
が
で
き
な
い
、
生
活
ニ
ー

ズ
中
心
の
軽
介
護
度
者
が
１
０
０
０
万
人
増
え
る
。
そ

の
人
た
ち
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
介
護
福
祉
士

の
ケ
ア
を
行
え
ば
人
手
は
足
り
な
い
。
医
療
も
血
圧
と
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血
糖
値
な
ど
を
管
理
す
る
程
度
の
外
来
が
増
え
る
の
で
、

遠
隔
で
看
護
師
や
薬
剤
師
に
指
示
を
出
す
等
の
遠
隔
医

療
が
必
要
に
な
る
。
外
出
・
通
院
・
買
い
物
な
ど
の
生

活
ニ
ー
ズ
を
介
護
と
別
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
域
ご
と
に
必
要
な
生
活
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
包
括
報
酬

を
出
す
よ
う
な
提
案
も
し
て
い
る
。
生
活
ニ
ー
ズ
を
介

護
職
で
は
な
い
資
源
で
提
供
す
る
方
法
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
自
治
体
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
問
題
の
会

議
に
地
域
の
商
店
や
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー
、
電
力
会

社
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。
医
大
学
生
等
を
空
い
て
い

る
公
団
に
安
く
住
ま
わ
せ
て
地
域
の
高
齢
者
と
月
1
回

食
事
会
を
し
、
地
域
の
見
守
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。

２
０
４
０
年
に
は
在
宅
と
施
設
の
区
分
は
意
味
が
な

く
な
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
研
究
会
発
足
当
初
、
施
設
と

在
宅
の
二
分
化
を
や
め
、
概
ね
在
宅
、
時
々
施
設
、
で

き
る
だ
け
在
宅
で
生
活
で
き
る
期
間
を
延
ば
す
と
い
う

話
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
こ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者

住
宅
等
の
住
ま
い
系
の
サ
ー
ビ
ス
も
増
え
た
。

２
０
４
０
年
以
降
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必
要
性

は
変
わ
ら
な
い
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
以
外
の
人
も
入
っ

て
く
る
。
介
護
保
険
以
外
の
生
活
ニ
ー
ズ
の
民
間
サ
ー

ビ
ス
と
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
る

か
。
そ
し
て
地
域
社
会
づ
く
り
を
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
機
能
が
必
要
な
地
域
も
多
く
な
る
。
保
険
業
務
、
要

介
護
認
定
、
給
付
業
務
は
外
注
で
き
る
が
、
行
政
は
地

元
の
医
師
会
や
ケ
ア
マ
ネ
と
協
力
し
て
地
域
デ
ザ
イ
ン

を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
日
本
は
人
材
不
足
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
介
護
人
材
の
不
足
は
以
前
よ
り
報
酬
加

算
増
で
改
善
さ
れ
た
。
今
で
は
運
転
手
や
保
育
等
の
求

人
数
の
ほ
う
が
多
い
。
こ
れ
か
ら
は
、「
元
気
な
高
齢

者
が
た
く
さ
ん
増
え
て
い
く
の
で
、
人
材
と
し
て
地
域

デ
ザ
イ
ン
の
マ
ン
パ
ワ
ー
に
し
た
ら
良
い
と
思
う
。
エ

ク
セ
ル
の
使
え
る
高
齢
者
、
人
事
経
験
の
あ
る
高
齢
者
、

経
理
経
験
の
あ
る
高
齢
者
に
、
名
刺
を
あ
げ
て
社
会
参

加
す
る
場
を
作
っ
た
ら
喜
ぶ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？　

元

気
な
高
齢
者
に
年
金
を
も
ら
う
な
ら
ア
ド
バ
ン
ス
ケ
ア

プ
ラ
ニ
ン
グ
を
作
る
覚
悟
を
持
つ
よ
う
に
言
っ
て
い
ま

す
。
最
期
ま
で
で
き
る
こ
と
を
充
実
さ
せ
、
尊
厳
の
あ

る
看
取
り
を
地
域
で
受
け
る
。
そ
ん
な
地
域
シ
ス
テ
ム

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

真
の
地
域
の
活
性
化
、
シ
ス
テ
ム
を
様
々
な
年
代
や

立
場
の
人
々
で
各
々
の
ニ
ー
ズ
を
共
有
、
討
議
し
、
実

践
し
て
い
く
地
域
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
ケ
ア
マ
ネ
も
保
険
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
が

身
に
沁
み
た
研
修
で
あ
っ
た
。
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さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門
員
協
会
会
則

第
１
章　

総
則

　

（
名
称
）

第
１
条　
　

本
会
の
名
称
は
、
さ
い
た
ま
市
介
護
支
援
専
門

員
協
会
と
す
る
。

　

（
目
的
）

第
２
条　
　

本
会
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
資
質
の
向
上
と

介
護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
介
護
支
援
業
務
の
円
滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

　

（
事
業
）

第
３
条　
　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

次
の
事
業
を
行
う
。

　

（
１
）
介
護
支
援
専
門
員
の
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
向

　
　
　

上
に
関
す
る
こ
と
。

　

（
２
）
介
護
支
援
専
門
員
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に

　
　
　

関
す
る
こ
と
。

　

（
３
）
介
護
支
援
専
門
員
の
業
務
を
遂
行
す
る
う
え
で
必

　
　
　

要
と
な
る
情
報
の
収
集
と
提
供
に
関
す
る
こ
と
。

　

（
４
）
上
記
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
目
的
を
達
成
す
る
た

　
　
　

め
に
必
要
な
こ
と
。

第
２
章　

会
員

　

（
会
員
及
び
賛
助
会
員
）

第
４
条　
　

本
会
は
会
員
及
び
賛
助
会
員
（
以
下
「
会
員

等
」
と
い
う
。
）
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

２　

会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
の
目
的

に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

　

（
１
）
さ
い
た
ま
市
に
住
所
又
は
勤
務
先
を
有
す
る
介
護

　
　
　

支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
合
格
者
で
あ
っ

　
　
　

て
、
実
務
研
修
を
終
了
し
て
い
る
者
。
又
は
入
会

　
　
　

年
度
内
に
実
務
研
修
を
終
了
す
る
見
込
み
の
者
。

　

（
２
）
そ
の
他
本
会
が
特
に
入
会
を
認
め
た
介
護
支
援
専

　
　
　

門
員
。

３　

賛
助
会
員
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
っ
て
第
２
条
に

掲
げ
る
目
的
に
賛
同
す
る
者
と
す
る
。

　

（
１
）
企
業
・
民
間
業
者
等
の
団
体
組
織
に
所
属
す
る
個
人

　

（
２
）
学
識
経
験
者

　

（
３
）
そ
の
他
本
会
が
入
会
を
認
め
た
者
。

　

（
入
会
）

第
５
条　
　

本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者
は
、
会
費
を
添
え

て
入
会
申
込
書
を
本
部
事
務
局
に
提
出
し
、
役
員
会
の

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

入
会
申
込
書
に
よ
る
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
本
部
事
務
局
に
書
面
に
よ
り
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

（
会
費
）

第
６
条　
　

会
員
は
会
費
を
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円
と
す

る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）

　
　
　
　

入
会
者
は
２
，
５
０
０
円
と
す
る
。

３　

賛
助
会
員
の
会
費
の
額
は
、
１
人
年
額
５
，
０
０
０
円

と
す
る
。
但
し
、
年
度
後
期
（
10
月
１
日
以
降
）
に
入
会

し
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
額
と
す
る
。

４　

会
費
の
納
入
方
法
は
、
指
定
の
口
座
振
込
み
と
す
る
。

　

（
退
会
）

第
７
条　
　

会
員
等
は
、
退
会
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
本

部
事
務
局
に
書
面
に
よ
り
そ
の
旨
の
申
し
出
を
行
い
届
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

会
員
等
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

３　

正
当
な
理
由
が
な
く
前
条
に
規
定
す
る
会
費
を
１
年
以

上
納
入
し
な
か
っ
た
と
き
。

　

（
除
名
）

第
８
条　
　

会
員
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
会
長
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経
て
、
本
会
か
ら

除
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
当

該
会
員
に
対
し
て
弁
明
の
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

（
１
）
本
会
の
運
営
に
著
し
い
支
障
を
与
え
た
場
合

　

（
２
）
本
会
の
名
誉
を
著
し
く
傷
つ
け
、
又
は
会
則
及
び

　
　
　

倫
理
に
反
す
る
重
大
な
行
為
の
あ
っ
た
場
合

　

（
拠
出
金
品
の
不
返
還
）

第
９
条　
　

退
会
し
、
又
は
除
名
さ
れ
た
会
員
等
が
既
に
納

入
し
た
会
費
、
そ
の
他
拠
出
金
は
返
還
し
な
い
。

第
３
章　

組
織

　

（
役
員
）

第
１
０
条　

本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

　

（
１
）
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
２
）
副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

　

（
３
）
事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
４
）
研
修
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長　
　
　

１
人

　

（
５
）
広
報
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
６
）
事
務
局
次
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
７
）
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
副
委
員
長　
　
　

３
人

　

（
８
）
広
報
副
委
員
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
人

　

（
９
）
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

①
在
宅
ケ
ア
マ
ネ
研
修
委
員　
　
　
　

１
０
人
以
上

　
　
　

②
施
設
ケ
ア
マ
ネ
研
修
委
員　
　
　
　
　
　
　

２
人

　
　

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員　
　
　
　
　

４
人
以
上

　

（
10
）
広
報
委
員
（
広
報
誌
・
議
事
録
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

担
当
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
人
以
上

　

（
11
）
事
務
局
（
会
員
管
理
、
会
計
、
総
務
）　

各
1
人

２　

本
会
の
役
員
は
、
総
会
に
お
い
て
会
員
（
賛
助
会
員
を
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含
む
）
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
と
す
る
。

３　

会
長
は
役
員
会
に
て
選
出
さ
れ
、
総
会
で
承
認
す
る
。

４　

副
会
長
、
事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
、
研
修
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
、
広
報
委
員
長
、
各
委
員
会
副
委
員

長
並
び
に
委
員
、
事
務
局
次
長
及
び
事
務
局
担
当
を
会
長

が
指
名
し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

５　

監
事
は
２
人
と
し
、
総
会
に
お
い
て
役
員
以
外
か
ら
選

出
す
る
。

　

（
職
務
）

第
11
条　

会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

２　

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
が
不
在
の
と
き
、

会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
、
会
長
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ

の
職
務
を
代
行
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
職
務
を
代

行
す
る
副
会
長
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長
が
指
名
す
る
も
の

と
す
る
。
ま
た
、
会
の
運
営
を
円
滑
に
遂
行
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
副
会
長
２
名
は
、
運
営
・
実
務
と
事
務
・
総
務

を
分
担
化
し
そ
れ
を
統
括
す
る
。

３　

事
務
局
長
は
、
本
会
の
事
務
統
括
者
で
あ
る
副
会
長
と

協
働
し
会
員
、
会
計
、
事
務
・
総
務
全
般
に
お
け
る
運
営

業
務
を
管
理
す
る
。

４　

役
員
は
、
役
員
会
を
構
成
し
、
会
務
の
執
行
を
決
定
す

る
。
さ
ら
に
、
役
員
の
う
ち
、
第
10
条
１
項
の
（
１
）
か

ら
（
８
）
に
つ
い
て
は
、
執
行
部
を
組
織
し
て
、
運
営
の

中
枢
と
な
る
。

５　

研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
長
は
、
研
修
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
副
委
員
長
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員

と
と
も
に
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
を
構
成

し
、
研
修
計
画
、
研
修
会
の
開
催
、
講
師
依
頼
の
調
整
を

行
う
ほ
か
、
行
政
、
各
諸
団
体
等
の
連
携
を
図
る
。
又
、

役
員
並
び
協
会
会
員
等
よ
り
研
修
会
の
希
望
が
あ
っ
た
場

合
、
研
修
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
に
て
協
議
の
上
、

研
修
計
画
の
調
整
及
び
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
会

の
運
営
・
実
務
統
括
者
で
あ
る
副
会
長
と
協
働
し
、
そ
の

運
営
業
務
を
管
理
す
る
。

６　

広
報
委
員
長
は
、
広
報
副
委
員
長
と
広
報
委
員
会
を
構
成

し
て
、
協
会
の
広
報
活
動
を
行
う
。
職
務
に
つ
い
て
は
①
会

議
録
の
作
成
、
②
広
報
誌
の
発
行
、
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

管
理
し
、
本
会
の
運
営
・
実
務
統
括
者
で
あ
る
副
会
長
と
協

働
に
よ
り
、
協
会
の
普
及
・
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る
。

７　

監
事
は
、
本
会
の
会
計
及
び
業
務
の
執
行
を
監
査
す
る
。

　

（
任
期
）

第
12
条　

役
員
の
任
期
は
、
１
年
と
す
る
。
但
し
後
任
役
員

の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２　

役
員
は
、
再
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

役
員
が
、
転
居
や
退
職
等
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
役
員
を
辞
任
し
た
場
合
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
に
限

り
、
欠
員
と
な
っ
た
役
員
を
前
任
者
又
は
役
員
の
推
薦
を

経
て
、
会
長
が
任
命
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　

（
解
任
）

第
13
条　

役
員
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
は
、
任
期
の
途
中
で
あ
っ
て
も
総
会
の
評
決
に
よ
り
解

任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
１
）
心
身
の
故
障
等
の
た
め
職
務
の
執
行
に
耐
え
ら
れ

　
　
　

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

　

（
２
）
役
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
為
が
あ
る
と
認

　
　
　

め
ら
れ
る
と
き

　

（
補
助
組
織
の
設
置
等
）

第
14
条　

会
長
は
、
役
員
会
の
承
認
を
得
て
、
委
員
会
、
専

門
部
会
等
の
補
助
組
織
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

（
事
務
局
）

第
15
条　

本
会
の
事
務
局
は
、
さ
い
た
ま
市
西
区
宝
来
86

－

１

　

敬
寿
園
宝
来
ホ
ー
ム
内
に
置
く
。

　

（
顧
問
）

第
16
条　

本
会
に
専
門
的
な
知
識
の
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
に
顧

問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２　

顧
問
は
、
会
員
以
外
の
者
を
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

顧
問
は
、
学
識
経
験
者
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
経
験
者

等
、
本
会
の
運
営
に
指
導
・
助
言
者
と
し
て
貢
献
す
る
こ

と
と
し
て
、
役
員
会
に
お
い
て
役
員
の
承
認
の
も
と
決
定

す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
４
章　

会
議

　

（
種
別
及
び
構
成
）

第
17
条　

本
会
の
会
議
は
、
総
会
及
び
役
員
会
と
し
、
総
会

は
通
常
総
会
及
び
臨
時
総
会
と
す
る
。

２　

総
会
は
、
会
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
役
員
会
は
、
役
員

を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　

（
権
能
）

第
18
条　

総
会
は
、
次
の
事
項
を
議
決
す
る
。

　

（
１
）
事
業
計
画
に
関
す
る
事
項

　

（
２
）
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
事
項

　

（
３
）
会
則
の
改
正
に
関
す
る
事
項

　

（
４
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
重
要
な

事
項

２　

役
員
会
は
、
次
の
事
項
を
協
議
執
行
す
る
。

　

（
１
）
総
会
に
付
議
す
る
事
項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（
２
）
総
会
に
お
い
て
議
決
し
た
事
項
の
執
行
に
関
す
る

　
　
　

こ
と

　

（
３
）
そ
の
他
、
本
会
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
事
項

　

（
招
集
及
び
開
催
）

第
19
条　

総
会
の
会
議
は
会
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。

２　

総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
会
員
に
対
し
、
会
議
の
目
的

た
る
事
項
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
日
時
及
び
場
所
を
示
し

て
文
書
を
も
っ
て
通
知
す
る
。

３　

通
常
総
会
は
、
毎
年
１
回
開
催
す
る
。

４　

臨
時
総
会
は
、
役
員
会
が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
又
は

総
会
員
の
４
分
の
１
以
上
の
者
か
ら
会
議
の
目
的
た
る
事

項
を
示
し
て
請
求
が
あ
っ
た
と
き
開
催
す
る
。
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５　

役
員
会
は
、
必
要
な
と
き
随
時
開
催
す
る
。

　

（
客
足
数
及
び
議
決
条
件
）

第
20
条　

会
議
は
、
総
会
に
お
い
て
は
会
員
、
役
員
会
に
お

い
て
は
役
員
の
そ
れ
ぞ
れ
２
分
の
１
以
上
の
出
席
に
よ
っ

て
成
立
し
、
出
席
者
の
過
半
数
の
同
意
を
も
っ
て
議
決
す

る
。
但
し
可
否
同
数
の
場
合
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

２　

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
総
会
に
出
席
で
き
な
い
会

員
は
、
予
め
通
知
さ
れ
た
会
議
の
付
議
事
項
に
つ
い
て
、

書
面
を
も
っ
て
評
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

は
、
前
項
の
適
用
に
お
い
て
出
席
し
た
も
の
と
み
な
す
。

第
５
章　

会
計

　

（
経
費
）

第
21
条　

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
そ
の
他
の
収
入

を
も
っ
て
充
て
る
。

　

（
会
計
年
度
）

第
22
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年

の
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

　

（
決
算
）

第
23
条　

本
会
の
収
支
は
、
毎
年
度
、
監
事
の
監
査
を
経

て
、
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
６
章　

個
人
情
報
保
護
に
対
す
る
取
扱
い

　

（
個
人
情
報
保
護
の
取
扱
い
）

第
24
条　

本
会
は
会
員
の
個
人
情
報
保
護
に
関
し
、
以
下
に

あ
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
会
員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る

期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た
後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人

情
報
の
開
示
、
提
供
又
は
漏
洩
の
な
い
よ
う
適
正
か
つ
適

切
な
取
扱
い
を
行
な
う
。

　

（
１
）
会
員
個
人
の
自
宅
の
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　

番
号
等

　

（
２
）
会
員
か
ら
の
申
し
出
に
よ
る
所
属
事
業
所
名
及
び

　
　
　

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
等

２　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
第
三
者
に
対
し
て
個
人
情
報
の
開
示
、
提
供
を
し
て

は
な
ら
な
い
。

３　

会
員
は
協
会
会
員
の
知
り
得
た
個
人
情
報
に
関
し
、
会

員
が
本
会
に
入
会
し
て
い
る
期
間
及
び
本
会
を
退
会
し
た

後
も
個
人
情
報
を
私
的
な
営
業
活
動
や
営
利
目
的
に
使
用

し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
７
章　

会
則
の
変
更
及
び
委
任

　

（
会
則
の
変
更
）

第
25
条　

こ
の
会
則
を
改
正
す
る
と
き
は
、
役
員
会
の
発
議

に
よ
り
、
総
会
に
お
い
て
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

（
委
任
）

第
26
条　

こ
の
会
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
会
則
の

施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
役
員
会
の
協
議
を
経

て
、
別
に
定
め
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
15
年
６
月
14
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
15
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

２　

こ
の
会
則
の
施
行
日
以
後
、
最
初
に
選
任
さ
れ
た
役
員

の
任
期
は
、
第
12
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平

成
16
年
３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
16
年
６
月
19
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
16
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
17
年
６
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
17
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
18
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
18
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
21
年
５
月
23
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
21
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

　

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
22
年
５
月
29
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
22
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
23
年
５
月
28
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
25
年
５
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
26
年
５
月
17
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
26
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
平
成
30
年
５
月
19
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。

附　

則

１　

こ
の
会
則
は
、
令
和
元
年
５
月
18
日
か
ら
施
行
し
、
平

成
31
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
と
す
る
。
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ちょっと   coffee  break

私は大の鰻好きである。
最初の一行で興味を失った方には申し訳ない。
今回の「ちょっと Coff ee break」はハズレだっ

たと諦めて頂こう。鰻というと大好物か大の苦手
かに分かれる傾向があり、まぁまぁという中間派
はあまり聞いたことが無いように思う。万人受け
を避け敢えて極端な題材に挑んだのは、日々社会
人として、またケアマネジャーとして忖度を必要
とされる日常からちょっと break しようという意
味も込めて。
前置きが長くなったが、毎年初夏になると鰻好

きの仲間が集い、老舗に鰻を食べに行く。埼玉県
の鰻の名所といえば、浦和・川越だろう。どちら
も歴史は古く江戸時代に遡る。周りに海がないこ
の辺りの人々の貴重なタンパク源となったのが河
川でとれる鯉、どじょう、そして鰻だった。川越
は入間川や荒川。浦和は河川の他にも沼地が多く、
たくさんの鰻が生息していた。その鰻を中山道を
行き交う人々に出して評判になったのが「浦和の
うなぎ」の始まりと言われている。
現在メンバーがさいたま市内を拠点にしている

会員Ｔ ･ Ａ

「心も身体も栄養補給」

ため、まずは身近な「浦和のうなぎ」を食べ尽く
そう！とスタートしたのが３年前。年１回老舗に
集う。当面の目標は浦和区が発行している冊子「浦
和のうなぎ」に載っている老舗を制覇すること。
現在載っている老舗は 13 軒。制覇するにはあと
10 年かかる。その間、毎年鰻を美味しく楽しく食
べられるようメンバー全員が元気でいることが真
の目標でもある。
老舗に鰻を食べに行くだけでもちょっとした贅

沢ではあるのだが、さらにこの会の贅沢な点は、
「平日の昼間」に集うことだ。日頃は働いている
時間帯に時を気にせず、気の置けない仲間と大好
物を食べる。贅沢三昧である。
メンバー最年少の私が幹事となり、数か月前か

ら日程調整し苦労する点もあるが、当日「タレの
味が甘い ( 辛い )」「焼き加減が香ばしい」等言い
ながら美味しそうに食べている先輩方を見ると、
幸せな気持ちになる。
今年も６月に無事終了。心も身体も栄養補給し、

夏本番に向けて準備完了。近年、過酷な暑さが続
く「さいたまの夏」を無事に乗り越えたい。

coffee  break

〒 331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来 86-1
敬寿園宝来ホーム
連絡先　ＴＥＬ　048-620-0600　　ＦＡＸ　048-620-0601

事 務 局

ホームページ
h t t p : / / www . s a i t am a s h i - k e am a n e . j p　

さいたま市介護支援専門員協会 検索

　令和元年度初回の広報誌は「会則」「年間事業計画」「役員名簿」を掲載させていただきました。
また、広報誌の「ちょっと coffee　break」コーナーですが、今年度も引き続き掲載していきま
すので、あ

・ ・ ・

なたの番がきたらよろしくお願いします。
　厳しい暑さが続いています。くれぐれも熱中症にならないようご自愛ください。

あとがき


